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なる様に添加p 後o.1, 3,6, 12, 24時間の膿清内s:wえは
Kl¥:f濃度変化を決IT定p 此から両剤の乾酪性物実内移行
量を計算した．













Wilkinson, M. C.: J. Bone & Joint Surg. Vol. 36-
B：ミo.1. 






























































































































































































ミエログラフイ ｛施行後 l年4月，3年 7月及び5
月後に椎弓切除術を行い馬尾神経部に高度の癒着性脊
髄膜炎を認めたる症例について報告した．
3例共モルヨ ドールより生じたと考えられる黄白
色，粟粒大の頼粒が多数病変部組織に附着して居り，
組織標本に於ては更に微細な頼粒が組織内に多数存在
して居る．組織反応はこの頼粒を中心とす'6－異物反応
であってP 炎症性の細胞浸潤は少い．従ってこの高度
の癒着性脊髄膜炎はモルヨドールの分解産物め刺戟に
よって生じたものと考えられる．
追加 木村 忠司
本年の脳神経外科予会lこ於て東大病湿の所博士がj脳
に生じたMoljodoltumorを発表して居られ，私共も
最近It7rrMoljodolによると思われる Arachnitisの 1
例を行験した．
(5) 頭部外収：径一過性に現れた振釘特に
也、同振自i!lにつレて
